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総合バンキングシステム

今日の銀行は,大衆中心の運営に向

かい,多様化した大量の情報処月1を電

了一ま汁笥二機を用いたシステムで行ない,

効率の良い経営とサービスのl叶Lを目

指している｡

銀行業務のシステム化は,まずその

3大業務である預金,∠与替,貸付など

個々の科目処理を｢l一心として行なわれ

省力効果を第一-･克としていたが,その

後,多子斗目処坪から科目HjJのイラー機的な

結合を処押する形態をとり,今口では

銀行の〒i三要業務のほとんどを含む総合

バンキング システムに発展,拡充され

つつある｡中でもオンライン化は口覚

ましく,為替システムか仁J頼金システ

ムへの自動振‾替,的令システムと結合

した貸付システムのオンライン化とい

うように,顧客情報ファイル(CIF)を

中心として,布機｢】(Jな情報処珊が展開

され科臼iil】総′州立･il処月り女び口座振替
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処理などが可能になった｡

このことによって,遠隔地の預金口

座への送令,消費者ローンによる月賦

返済の速やかな処理,1註[講料金をはじ

めとする各椎料乍の口座振替,残高不

足で引落とLが不能の場合でも当推貸

越ができる総†ナ口座制度,-･般介業で

既に利用され始めた,_呪余技いの不′左

のない給与振込乙訓度などがて実施され,

顧客への高度なサ【ビスを具体化する

とともに,情報システムの確立を行な

いつつある｡二のような新Lい銀行機

能は総でナバンキング システムによって

初めてできたことで,また投近では′呪

令自重力支払システムも加わり,サ【ビ

スの｢rり_卜は一一段と高まっている｡

日立製作所はオンラインシステムを

稼動させている銀行のうち,約25%の

銀行にオンラインシステムーー式を納入

しているが,そのうち大規模なシステ
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ムを例にとると,これは甲所,乙所の

∴大センタで構成され中央処理装置は

デュプレ､ソクス システムをとるととも

に,地域別に分割して収容するロード

シェア方式をとっている｡センタと営

業店は`Ⅰ‾に`在公社担1線で糸【t子ばれ,古㌶i末に

は為拝･預金端末,税金自動支払機,キャ

ラクタディ スプレイが設帯されている｡

中央システムの障害は銀行機能の倖

1卜につながるので,すべてのハ】ドゥ

ェ7､ソフトウェアには,■t`引空の托術

が駆使され細心の配宙が･払われてし､る｡

/卜緒の総ナナバンキングシステムは,

如に人寄主と化､多様化,満J空化するで

あろうが,あらゆる情報を築｢い化した

データ ベースを一枝礎として,顧客への

情報提供サー1ビス,銀子稚皇甘の意志決

定に必要な経営情報システムの開発な

どが期待されてし､る｡すなわち,立至か

ら官'iへの板子簸である｡
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総合バンキングシステムの概要
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